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Limau村 の漁撈 活 動

ハル マヘ ラ調 査 ノー ト

大 胡 修*

Field Notes on Fishing Activities in Limau Vellage, North Halmahera

Osamu  OGO

   This report describes the fishing activities of the Galelan 

people of North Halmahera. The data were collected from Septem-
ber to November, 1976, when the author conducted fieldwork in 
Limau Village. Observations were made from two different 

perspectives; (1) the relationship between fishing gear and techn-
iques, and (2) utilization of traditional canoes in social activities. 

   1) Fishing. In general, fishing is of secondary importance 
in the of subsistence economy, the people mainly depending on 
sago and several kinds of root crops, including banana and yam. 
Fishing activities shift seasonally according to the migration and 
associated behavior of fish. Several fishing techniques are em-

ployed, including handline (pa hau), longline (pa  lia), rod and line 
(pa totobe), scoop net (pa siu), gill net (pa soma bodo), fish trap 
(igi), and fish hedges (sero). Handline fishing is the most im-
portant subsistence pursuit. Fish traps and fish hedges seem to 
have been introduced from Sulawesi by migrants. The other 
techniques appear to be indigenous to Limau. 

   2) Canoe. All canoes in Limau are of the double outrigger 
type. They are used now for fishing activities and formely also for 
local transportation. Thus can be classified into two types; small 

dugouts (awa) and medium size dugouts (bolotu), and large, plank 
canoes (pakata). A particular type of canoe is used with specific 
fishing techniques. The awa and bolotu are used for handline, 
longline, rod and line, gill net, and the pakata is used only with the 
scoop net.

*国 立民族学博物館第1研 究部
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1・Limau村 の漁撈 活動

1.漁 業の概要

　2.　漁具 ・漁法か らみた漁撈 活動

　　1)　釣 り漁Pa　hau

　　2)突 刺 し漁pa tudu

　　3)網 漁pa　soma

　　4)そ の他の漁法一一一igi, sero一

　　5)　 漁獲量 と分配 ・消費

　　6)　 漁具の悉皆調査より
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　1.Limau村 の カヌーの構造

　2.伝 統的カヌー:juanga

3.カ ヌーの種類 と使い分 け

おわ りに

は じ め に

　筆者は,1976年9.月 から12月までの約4カ 月間,イ ンドネシア共和国のハルマヘラ

島での共同調査に参加する機会を得た。今回の調査は,共 同研究 「ハルマヘラ島にお

ける農耕文化と言語の諸類型の調査」(昭 和51年度文部省科学研究費補助金:海 外学

術調査,研 究代表者:石 毛直道国立民族学博物館助教授)の メンバーの一員として参

加 したものであった。 この報告は,筆 者の研究分担課題の 「ハルマヘラ島の漁業に関

する民族誌的調査」に関するものである。ここで,そ の記述に入る前に以下で扱う資

料について若干触れておきたい。

　 まず,こ の資料が1976年9月30日 から12月9日 まで滞在 したLimau村(行 政上は

Kabupaten　 Maluku　 Utara　Tingkat　II,　Kacamatan　 Galelaに 属している)で 得た

ものであることを断っておかねばならない。つまり,以 下での報告はハルマヘラ島全

域の漁撈 活動に関するものではなく,あ くまでLimau村 という小村のひとつの事例

にすぎないという点である。

　ハルマヘラ島は,ほ ぼ赤道直下に位置するインドネシア共和国の東端の島であるが,

ほとんど全島が熱帯降雨林地帯であり,人 びとの居住地域は大体海岸線に集中してい

る。生業活動は,焼 畑での陸稲耕作,マ ニオック,サ ッマイモなどの根栽類の栽培,

サゴ澱粉の製造を中心に,若 干地域では沿岸での漁撈 活動もおこなっている。これら

の点を考慮すると,Limau村 における焼畑根栽農耕,若 干の漁撈活動などはほぼ全

島的に共通 した生業形態であるといえる。

　 さて,村 での調査にあたっては調査が短期間であったため,漁 具と漁法との関連を

中心とした物質文化的側面からの調査につとめた。・とりわけ漁具については全戸にわ

たる悉皆調査をおこない,そ の数量的な把握と漁法との関連を調べた。また,漁 法に

ついては乗船調査によって具体的な漁具の使い分けを観察した。さらに,調 査期間中
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10 .月と11月 の そ れ ぞれ1週 間 の 漁 獲i量,出 漁 回数 な どを 調 べ た 。

　 なお イ ン フ ォー マ ン トと の面 接 調 査 で は,す べ て イ ン ドネ シア語 を使 用 した 。 魚 名,

漁 具 名,漁 法 な どの 名 称語 彙 は 現 地 語 で あ るGalela語 に よ って 採 集 した 。 ま た,

Galela語 名 称 の 表 記 は現 代 イ ン ドネ シ ア語 の 表 記 法 を採 用 した 。

1.Limau村 の漁撈 活 動

1.漁 業 の 概 要

　 Limau村 は,41世 帯 ・246人(1976年10月 現 在)か らな るハ ル マ ヘ ラ島北 部 の東 海

岸 に位 置す る小 村 で あ る。 居住 地 域 も海 岸 線 に沿 って お り,背 後 にサ ゴ林 と焼 畑 を も

ち,そ れ らを 中心 と した 農 耕 が生 業 の主 体 とな って い る。 他方,村 の前 面 に広 が る 海

域 も大 切 な生 産 活 動 の 場 とな り,小 規 模 で あ るが漁撈 活 動 を お こな って い る。 村 の概

要 に つ い て はす で に石 毛 の 報 告 が あ る の で,以 下 で は 漁業 に つ いて の み 述 べ る こ とに

す る[石 毛 　 1978]。

　 現 在 お こなわ れ て い る漁 法 は,釣 り漁Pα 　hau(Galela語 名称,以 下 同 じ),網 漁Pa

soma,突 刺 し漁pa　 tuduで あ るが,そ の 他 建 干簀 漁sero,笙 漁igiな どの 漁 法 も若 干の

村 人 に よ って伝 え られ て い る。

　 釣 り漁 に は,手 釣 りpa　hau,竿 釣 り ρα観06θ,延ra　Pa　liaが,ま た 網 漁 に は叉 手 網

漁pa siu,浮 刺 し網 漁pa　 soma　bodoの 区別 が み られ る 。 こ れ らの なか で も っ と も盛 ん

に お こな わ れて い るの が 手 釣 り漁 で あ る。 また,延 縄,突 刺 し漁 も季 節 によ って ひん

ぱ ん に お こな う。 他 方,叉 手 網 漁 は主 に群 を な して や って くる季 節 的 回遊 魚 を対 象 と

した漁 法 で あ る。 手 釣 り漁 が 多 い の は,そ れ が 釣 り糸(ナ イ ロ ン製)nilonと 釣 り針

gumalaさ え あ れ ば簡 単 にで き るか らで あ る 。 それ に,こ の手 釣 り漁 に は難 しい 技 術

や複 雑 な漁 具 を 必要 と しな い。 一 方,笙 漁 や建 干簀 漁 は この 村 の 伝 統 的 な漁 法 で はな

く,他 地 域 か らの移 住 者 に よ って もた らされ た と伝 え られ て い る。 表1は,滞 在 中確

認 しえ た魚 名 の 一 覧 で あ る 。

　 漁 獲 した魚 は,一 部 の燻製 魚 を毎 週 木 曜 に　Soasioで ひ らか れ る朝 市 で 売 る ほか

はす べて 自家 食 料 と して 消 費 さ れ る。SoasioはKacamatan　 Galelaの 所 在 地 で

Galela地 区 の 中心 と な って い る。　Liman村 か ら船 外 機 付 きの 船 で 約 一 時 間 ほ ど の

距離 に あ る。

　 Soasioか らLimau村 に か け て の 海岸 はゆ るや か に湾 曲 した 砂 浜 が 続 き,そ の 間

にGalela族 の村 落 が 点 在 して い る。 村 人 の 説 明 に よ れ ば,彼 らの 漁 場 はGilitopa
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表1　 主な漁獲対象魚と漁法

ガ レラ語

名 　 　称

ゐo加 擢

ゐα7α徊α乃6

♂α∫ゴ

5π7π

ngangadike

toni

7UO

leanga

toloure

ido

∫ψ α面

ngongare

kusese

gorebe

dolosi

cion

妙oω α

ngaωa町o

∫ψ あぬ

make

gasango

π漉

udi　teto

lodi

sakilOγO

tebo

goodo

8egete

イ ン ドネ シ
ア語 名 称1

bobara

selar

talang

学 名
釣 り 漁 網 漁

釣手
り

釣竿
り

ikan　 terbang

belanak

komo

cakalan

kembung

sunian

tato

piSang2
ekor　 kuning

nyowa

ikan　 layar

golagO

cumi2

cum　 2

延縄

Carangidae(ア ジ 科)

　 Alectis　cilialis(BLOCH)

　 Caranx　 sp.　 C
horinemus　 sp.

　 Elagatis　 bipinnulata　 　 　 　 　 (Q
uoy　 et　GAiMARD)

Priacanthidae(キ ン トキ ダ イ 科)

　 Priaeanthas　 sp.

Exocoetidae(ト ビ ウ オ 科)

　 Pareoxocetus　 sp.

Mugilidae(ボ ラ 科)

　 MugilcePhalus　 sp.

Scombridae(サ バ 科)

　 Eπ 吻 ηππ∫φ η∫∫クα髭o　 　 　 　 　 　 　 　 (
KISHINOUYE)

　 Thunnus　 alalunga(BONNATERRE)
.κatSUωonUS　 Pelamis(LINNE)

　 Rastrelliger　 sp.

魏 加ψ擁 ぬ θ(イ ト ヨ リ科)

　 IVemiPterus　 sp.

Balistidae(モ ン ガ ラ カ ワハ ギ 科)

　 Baliste∫ 　sp.

Luijanidae(フ エ ダ イ 科)

　 Paracaesio　 kecsaka7ii　 ABE

Caesionidae(タ カ サ ゴ 科)

　 Caesio　 sp.　 C
aesio　er2thnogaster

Das)atidae(ア カ エ イ 科)

　 Dasyatics　 sp.

llmiramψhidae(サ ヨ リ科)

　-HeMir'　a'mPhus　 sp.

勘 履 ぬ θ(メ カ ジ キ 科)

勘 物 ∫ψ4抱 ∫(hNN丘)

Du∬umieridae(ウ ル メ イ ワ シ 科)

　 SPrateilioides　 jaPonicus

SPh■rnidae(シ ュ モ ク ザ メ 科)

　 SPh7raena　 z7gaena(L・INNE)

Loliginidae(ジ ン ド ウ イ カ 類)

　 Loligo　 sp.　 L
olige　sp.

Serranidae(ス ズ キ 科)

　 PlectroPoma　 macalatum(BLOCH)

　 Ponaeus　 sp.

Channidae(タ イ ワ ン ド ジ ョ ウ 科)

　 OPhicePhalus　 sp.

滋㎎ 認 砺 αθ(ウ ナ ギ 科)

　 」㎎ π'〃αψ.

　 bantidae(キ ノ ボ リ ウ オ 科)　
∠4παうα5scandθn∫

○
○

○

○

○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

手叉
網

○

○

刺浮
網

○

○

○
○

○

突
刺
し
網

○

○
○

○

○

○

○

○

○

建
干
賓
漁

○

○

笙

漁

○

○

注1　 1976.9.30～11.30ま で の 漁獲 の う ち同定 で きた 分 の み掲 載 した。

注2　 イ ン ドネ シ ア語 名称 は,イ ンフ ォ　一一マ ン トの記 載 に従 った 。

489



国立民族学博物館研究報告　　3巻3号

図1　 Limau村 の漁場 の認識(村 人の漁場 の認識を概念化 した もの)

川 か らWonge(浅 瀬)に か け て の範 囲 とい わ れ る が,実 際 の漁 は それ よ り若 干狭 い

範 囲,つ ま りLimau村 の居 住 地 域 の 両 端 か ら沖 合 に向 けて の 延長 線 上 の 内側 が 日頃

の 漁 場 とな って い る。 大 体 陸 か ら500～IOOO　 mほ どの沖 合 まで の 範 囲 で あ る(図

1)。Gilitopa川 で もまれ に貝gumuruの 一一一・Ptを,主 に女 性 が 採集 す る こ とが あ る。

主 た る漁 場 と な って い る 海 域(図1のC)は,海 底 の深 さが100～200mほ どで こ

こで は 釣 り漁 を お こな う。 図 中 のBで は釣 り漁 の ほ か網 漁 もお こなわ れ る。 水 深 も

50～100mで あ る。 もっ と も陸 地 に近 いAで は 突刺 し漁 が 中心 とな り,若 干 の 網 漁

(叉手 網)も お こな う。 こ こは水 深 も20～50mと 浅 い 。

　 ハ ル マ ヘ ラ島の 気 候 は,　 6月 か ら10月 に か けて 雨 量 が 少 な く南 風 の 吹 く季 節kore

saraと,12月 か ら4月 に か けて 比 較 的 雨量 が多 く北 風 の 吹 く季節kore　mieの2シ ー ズ

ンに わ かれ て い る。 とは い って も乾 期,雨 期 とい え る ほ ど両 シー ズ ンに明 確 な 区分 が

あ る わ けで はな い。 大 体,4～5月 と11～12月 が それ ぞ れ の季 節 へ の 端 境 期 に あ た っ

て い る。

　 kore　mieの と きに は サバ 科 のsupado[Rastrelliger　 sp.],サ ヨ リ科 のngawaro[Hemiram一

ρ勧 ∫ψ.]な どが漁 獲 され る代 表 的 な 魚 で あ る。 この 季 節 に は 北 の季 節 風 が 吹 く と と も

に,毎 日雨 が 続 きGilitopa川 の上 流 か ら大 量 の 濁 水 が 海 に流 れ込 み,近 海 で は魚 が と

れ な くな る とい う。 しか し,一 方 で は この 北風 に よ って 前 述 の 季節 的 回遊 魚 で あ る

ngawaroがGalela湾 内 にや って くる。 このngawaroは 叉 手 網 を つ か って とる が,村

人 で もそ の網 を所 有 して い るの は少 な く,な お かつpakataと よば れ る舟 も必 要 と な

りこの 村 で実 際 にお こな って い る の は3人 にす ぎ ない 。 また,こ の 叉 手 網漁 はkore

saraの季 節 に な って ハ ル マ ヘ ラ島 の 中,南 部 方面 へ南 下 して い くの を 追 って村 か ら離
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れて 漁 をす る こと も あ る。

　 kore　saraの 季 節 に な る と ア ジ科 のbobara[Alectis　 cilialis(BLOCH)],ウ ル メ イ ワ シ

科 のmake[Spratellioides japonieus(HOUTTUYN)],ト ビ ウオ科 のtoni[.Pareoxocetus　 sp.],

タカ サ ゴ科 のcion[Caesio　 eり2thnogαster]など多 くの魚 が とれ る。 そ の う ち も っ と も多

く漁 獲 され るの が サ バ科 の一 種 でleanga[Euthynnus affinis yaito(KISHINOUYE)]と よ

ば れ る季 節 的 回 遊 魚 で あ る。 このleangaと 前 述 したngawaroがLimau村 の 沿岸 海

域 で とれ る魚 の 双 壁 で あ る。leangaは も っぱ ら手 釣 りか 延縄 に よ って と る。 ま た,こ

の季 節 にな る と魚 群 が海 岸 線 付近 まで 回遊 して くる の で,陸 に近 い 海域(図1のA)

で突 刺 し漁 を 中 心 と した漁 が お こな わ れ る。 そ の他,浮 刺 網 を使 って の漁 法 も あ るが,

普通 お こな わ れ る こ とは ま れで あ る。

　 建 干簀 漁,笙 漁 な ど主 と して 内陸 で お こな う もの もあ るが,両 方 と も漁 具 が村 に一

つ しか な く調 査 期 間 中sero(建 干簀)を 使 用 した の は わ ず か1回 にす ぎず,　igi(笙)は

全 く使 わ な か った 。 村 人 に よ れ ば,そ れ らの 漁法 は もと も とGalela族 に はな い もの

で あ る と い う。 た しか に そ の 所有 者 は,い ず れ も北 ス ラヴ ェ シ(Sangir)か らの移 住

者 で あ った。 少 な くと も,建 干簀 漁,笙 漁 がLimau村 に伝 統 的 な漁 法 で はな い と考

え て よ さ そ うで あ る。

　 さて,L・imau村 の社 会 を特 徴 づ けて い る もの に人 び との移 動 の激 しさ を あ げ る こ

とが で きる。 この点 に関 して は,本 号 で松 澤 が 指摘 して い るの で 詳 述 は さ け る が,そ

う した こ とが 村 人 の漁撈 活 動,と りわ けngawaroを 求 め て 他 地 域 へ 出漁 して い た こ

ととな ん らか の 関係 が あ る と思 わ れ る。 た どえ ば,Limau村 に は現在Wasila地 区

(ハル マヘ ラ島 中部)か らの移 住 者 が 若 干 名 い るが,こ のWasila地 区 は後 述 す る よ

うに,乾 期 に 入 って回 遊 魚 を 求 めて 出漁 し,村 人 が 滞 在 す るLelei岬(Limau村 か

ら約100km)やMaba地 方 と比 較 的 近 い 距離 にあ る。

　 Limau村 に み られ る転 出入 の 激 しさ と漁撈 活動 との 関連 は,そ の 歴 史 的 過 程 の な

かで 明 らか に さ れ よ うが ここ には そ の た め の十 分 な資料 が な い。

　 ま た,漁 具 や 漁 法 に つ い て も移 住 者 に よ って こ の村 に もた ら され た もの も多 い 。 し

か しな が ら ここで 注 目 しな け れ ば な らな いの は,移 住 者 に よ る漁 具 や漁 法 あ る い はそ

の技 術 がLimau村 の人 び と に受 容 され て い ない とい う こと で あ る。 これ は,村 自体

にそ れ らを 受 け容 れ るだ け の 背景 が な い か らとい え よ う。 つ ま り,村 人 に と って漁撈

活 動 はあ くまで 「お か ず と り」 にす ぎず 大 規 模 な,あ る い は複 雑 な漁 具 を使 った漁 法

よ り も,い つで も簡 単 にお こな え る手 釣 りとか 突刺 し漁 な ど の方 法 が利 用 さ れ やす か

った か ら と もい え よ う。 だ か ら,笙 の よ うな手 の 込 ん だ 漁具 を作 った り,設 置 して か

ら漁獲 ま で に労 力 を費 さね ば な らな い建 干簀 は必要 と しな か った 。
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　石毛によれば村人の生活空間の認識には山→低地林→畑→海 という区分が明確であ

り,それらの空間は同時に生業の場ともなっていた[石毛　 1978:166-167]。 そうした

認識によれば,漁撈 活動の場は海である。とすれば,笙漁など低地林でおこなわれる漁

法は,彼 らの漁撈活動の場の認識か らはずれていることになる。彼 らがそうした漁法

をもっていないのは,あ るいは彼らの場の認識 とかかわ りがあるかもしれない。また,

現実的には村の前面に拡がる海域にサンゴ礁帯がないことも漁法の種類の少なさの一

因ともなっている。そしてなにより重要なことは,彼 らの生業活動の中心が焼畑での

陸稲,根 栽類の栽培にあり,食 料源の大半をそこで確保できるということである。つ

まり,彼 らにとっては必死になって魚をとらねばならない理由がないのである。

　以上,Limau村 の漁業の概要について述べてきた。 その結果,数 少ない漁撈活動

を特色づけているのが手釣りを中心とした沿海域での操業であった。以下では,そ れ

ぞれの漁法について漁具との関連から触れていきたい。

2.漁 具 ・漁法 か らみた漁撈 活動

　 1)釣 り 漁Pa　 haza

釣 り漁 には 手 釣 り,竿 釣 り,延 縄 の3種 類 が あ る。 しか し,竿 釣 りが お こな わ れ る

こ とは まれ で,手 釣 り漁 が 日常 的 に お こ

な わ れ る漁 法 で あ る。

　 一般 に,村 人 は1日 に2回 出漁 す る。

朝 方i　langi　2(太 陽 が 出 る前 に す で に明

る くな って い る頃)と 呼 ばれ る朝 方 の5

写 真1　 pa　hau(手 釣 り漁)

　 　 写 真2　 pa　lia(延 網)

釣 りあげ て い る魚 はjeanga(サ バ科)。
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写真3　 1au(擬i似 針)づ くり

　 　 　 写真4　 釣 り糸 の手入れ

男性の手に してい るものはbalim(糸 巻具)。

時 か ら8時 頃 ま で の時 刻(そ の と き の漁 に よ って は10時 頃 ま で に な る)とi　 mada2と

呼 ばれ るタ 方 の5時 か ら7時 まで の時 刻 のい ず れ も涼 しい時 間 に 出漁 す る。人 に よ っ

て 多 少 の 差 はあ る が,こ の出 漁 回数 は大 体2～3日 の 間 隔 を お く。 釣 り漁 で は多種 類

の 魚 を とる が,筆 者 の 確認 で き た もの で は35種 類 あ った。 その う ち手 釣 りの対 象 と な

った の は19種 類 で あ るが,そ れ は あ くまで 主 に手 釣 りで と る と い う こ とで あ って,竿

釣 りや 延 縄 で は と らない とい うわ けで は ない 。35種 類 の うち,同 定 で きた の は18種 類

で あ った(表1)。 そ の う ち,も っ と も多 くとれ るの がleangaで,1回 の漁 で50～60

匹 と る こ と もあ る 。leangaは 季 節 的 回 遊 魚 でkore　saraの シー ズ ンに や って くる。 手

釣 り ・延 縄 に よ って とる が,必 要 な漁 具 と しては 釣 り針 とナ イ ロ ン糸 だ けで あ る。 た

だ し延 縄 の場 合,lauと よ ばれ る擬 似 針 を使 用 す る。

　 擬 似 針 は,ま ず ニ ワ ト リの羽toko　 ma　 gogoを 小 さ く切 った ものを 釣 り針gumala

の穴 の あ いた 部分ma kopeに 通 し,羽 の根 元 を折 りまげ 細 い木 綿 糸 で く くる。 羽 は釣

り針 よ り も長 くす る。 も っと も現 在 で は,ニ ワ ト リの羽 にか わ って 包装 用 の ビ ニ ール

製 の ヒモfayaを 使 う場 合 が 多 い。 そ の釣 り針 を ナ イ ロ ン製 の釣 り糸(約100　 mほ ど

の 長 さ が あ る)に10～40cm間 隔 につ け,糸 巻 具babalinに 巻 きつ け る(写 真4)。

　 釣 り針 は,現 在 で はSoasioの 商 店 で 買 って くる が,大 体30個 入 りの長 さ3cmほ

どの 釣 り針 で300ル ピア(約210円)で あ る。 か つ て は針 金 でつ くった とい わ れ る。

　 後 で 触 れ る よ う に,釣 り針 と釣 り糸 の 太 さ によ る組 み合 わ せ で,対 象 とす る 魚 が 大

体 決 ま る。

　 このlauを 使 って と る魚 は,　 leangaの 他bobara,　 ido[KatsuwonUS　 Pelamis(LINNE)]

な どで あ る。主 に延 縄 ρα劾 に利 用 さ れ るが,手 釣 りで もや って い る。 延 縄 の 場 合,
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沖 合1000　 mぐ らい の と ころで,lauを 海 中 に 流 し,ほ ぼ 半 径300　 mの 円周 内 を 周

回 す る。20分 程 度 の間 隔 を お い て ひ きあ げ,多 い と きで15～20匹 ぐ らいの 漁 が あ る。

しか し,こ の延 縄 に よ る曳 き釣 り漁 を や る 例 は少 な く,む しろ1側 を 使 った 手 釣 りが

中 心 とな って い る。

2)突 刺 し 漁pa　 tudo

　 突 刺 し漁 は,kore　 saraの シ ーズ ン に よ くお こな わ れ る。 この と き は 海 岸 線 付近 ま

で 魚 が 遊 泳 して くるた めで あ る。 したが って 漁 場 も,水 深10～20mぐ らい の 陸 に

図2　 突 刺 し具 ③ 　dodofaとtitiala

近 く比 較 的 浅 い と こ ろが 多

い。 ふ つ う利 用 され る 漁 具

はdodofaと よ ば れ る 突 刺

し具 で あ る(図2)。dodofa

(図2のA,B)は,　 ma　doto

(鉄の 意 味)と よば れ るヤ

ス の部 分(図 中a)と 竹 製

の柄tui(図 中b)か らな っ

て い る。 柄 は3mほ ど あ

り,先 端 部 に ナ イ ロ ン糸 の

手 ぐす で ヤ ス が く く りつ け

られ て い る。 ヤ ス は,Soa-

sioで 鉄 を 買 い,ブ イ ゴ

dua2を 使 って つ くる。 こ こ

で は3本 ヤ スを 使 って お り,

先端 に は そ れ ぞ れ か え し

ma　galeが つ い て い る。 実

際 に 魚 を と る とき は真 中 の

刃先 の長 い部 分 で 突 き刺 す 。

　 他 方,す べ て 木 と竹 で つ

くった ヤ ス もあ るが,こ れ

は 北 ス ラヴ ェ シか らの 移 住

者 の もの で あ った(図3の

A,B)。 な お 図 中Aは,
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dodofaで あ る とい う説 明 で あ っ

た が,突 刺 し具 に は間 違 いな い

に して も,こ れ で果 た して 魚 を

突 い たの か ど うか は 問題 が あ る。

　 そ の他,図2のCの銛titiala,

お よ び図4の 弓 矢 に よ る刺 し具

ngangamiも あ る。 いず れ も 所

有 者 は1人 だ けで あ り,普 段,

使 わ れ る こと はほ とん どな い が,

titialaの 方 は サ メ な どの 大型 魚

類 を 突 く とき に用 い られ る。 先

端 部 の ヤ ス が柄(4mぐ らい の

長 さで 竹 製)に 固定 され ず,魚

体 に刺 す と同時 に竿 を はず し,

ヤ ス につ い て い る糸 だ けで た ぐ

りよせ る。

　 一 方,ngangamiは,弓ma

awa(弦 の部 分 はdedeliと よば

れ る)と 矢do　toの 組 み合 わせ で

あ る。一一また,一矢 羽 はつ い て い な一

い 。 これ は一 種 の 弓 漁 と い え

る。 図 中の 矢 は 先 端 部 分 が2本

salαraで あ るが,他 に1本sahi

3本toko　 ma　lalataの もの が あ

る。

　 これ ら一 連 の突 刺 し具 を 用 い

て の漁 は,夜 間 お こなわ れ,日

の沈 ん だ7時 以 降,プ レ ッシ ャ

ー ・ランプ を舟(使 用 され る舟

は,awa,　 bolotuと よ ばれ る小 型

の もので あ る)の 先 に 置 く。 普

通,横 板 を お きそ れ に ラ ンプを

図3　 突刺 し具(木 製)② 　dodofa

図4　 弓漁用の漁具　ngangami
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写真5　 pa　tudu(突 刺 し漁)の 出漁

図5　 ラ ンプ 置台sionga

く く りつ け る(写 真5)。 と くに,

siongaと よ ばれ る ラ ンプ 置台 を そ

な え た舟 も あ る(図5)。 舟 に は,

突 く者ma　 nomakaと 漕 ぐ者ma

rabakaと2人 が 乗 り組 み,突 く者

はへ さ きに 立 ち,近 寄 って きた魚

を 突 くわ け で あ る 。 かつ て,ラ ン

プの な い と き は,コ コヤ シ の 油

poci　longa-longaを もや して 明 り

に した といわ れ る。 出漁 時 間 は,

漁 の あ る な しにか か わ らず4時 間 ほ どで あ る。 なお,こ のdodofaは 手 釣 りの と き,

た ぐ り寄 せ た魚 を突 くと き に使 わ れ る こ と もあ る。 突 刺 し漁 の対 象 とす る魚 は種 類 も

多 く,37種 類 ほ どで あ った が,筆 者 の 確認 しえ た ものは10種 類 にす ぎ ない ・

3)網 漁Pa　 soma

　現 在,網 具 と して は叉手 網siu,浮 刺 網soma　 bodo,す くい網gogeleba,　 salapaが あ る

が,salaPaはsiuの 副 漁 具 と して 使 わ れ て い る ので,種 類 と して は3種 類 で ある 。 そ

の うち,海 で 使 わ れ るの がsiuとsoma　 bodoで あ る。

　叉 手 網 漁Pa　 siu　 この村 で 唯 一 大 が か りな漁 法 で,叉 手 網 を使 った 追 い込 み 漁 で

あ る。 数 の う えか らみ る と叉 手 網 の所 有 者 は8名 い るが,実 際 に漁 に 出 て い るの は3
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名 だ け で あ る。 これ は,こ の叉 手 網 に は,普 通 使 って い る の と は別 の ρ盈 伽 とよ ば

れ る舟 が必 要 とな り,そ れ を も って い るの が3名 しか いな い た め で あ る。 な お,叉 手

網 を 所有 して い る8名 の うち,購 入 した の が4名,交 換 が2名,父 方 の オ ヂ な どか ら

譲 り受 けた の が2名 で あ る。 そ の うち も っ と も高 価 な 例 が25,000ル ピア(約17,500

円),逆 に も っ と も安 価 だ った の が7,000ル ピア(約4,900円)で あ った 。平 均 す る と

約17,000ル ピァ(約11,900円)で あ り,村 人 の1カ 月 の収 入 が2,500～3,000ル ピァ

(約1,750～2,10Q円)で あ る こ とを考 え る と,か な り高 い もの とな って い る。 した が

って この網 は 誰 で も買 え る とい うわ け に は い か ない 。

　 叉手 網 漁 はkore　mieの シー ズ ンに お こな い,対 象 とす る魚 はngaωaroと よ ばれ る

季節 的 回遊 魚 で あ る こ とはす で に述 べ た 。 ま ず,10～12隻 のpakataが 海 岸 か ら300

～500mぐ らい の と こ ろか ら群 れ をな して 回 遊 して い るngawaroを 岸 辺 の方 へ 追 い

込 む 。 た だ し,村 に は3隻 のPakataし か な い ので,こ の 漁 は 隣接 のLalonga村 と共

同 で お こな う。 追 い込 む とき に は勢 子 役(子 ど も)の 乗 った2隻 の 小 舟 が 一 列横 体 に

並 ん だpakataα の両 端 か ら海 面 を 叩 い た り,舟 を ロー リング させ た りして 魚 を 岸 の 方

へ 誘 導 す る。 岸 に近 づ い た ら,そ れ まで の一 列 横 体 か ら扇 形 に隊 列 を変 え,ngaωaro

を包 み込 む よ う にす る。 そ の と き勢 子 役 は岸 の方 か ら追 い込 む 。 ραん伽 の船 上 で は,

す で に叉 手 網 蜘 を広 げへ さ きで 待機 して い るが,こ ろ あい を 見 計 ら って そ れ を海 中

に突 っ込 み,網 の な か にngawaroの はい って い るの を確 認 す る とす ば や くひ き あげ,

小 さ なす くい網salapaで す くい あ げ る。 多 い と きで1回 に60匹 く らい は とれ る。

　 叉 手 網 は,袋 状 を した網 の部 分 と,そ れ を 固 定 させ る2本 の竹(そ れ ぞ れ7mぐ

らい の長 さが あ る)か らな って い る。 網 を 広 げ る と ち ょうど 三 角錐 の形 とな り,そ の

写真6　 pa　siu(叉 手網)に よる追い込み漁
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図6　 叉手網の模式図

底 面 ④ を広 げ るた め に,頂 点 にあ た る

部 分 ◎ に横 ば りtakoを ほ ど こ して い

る(図6)。 網 の大 き さ は,長 さが7m,

横 が6mほ ど で,網 糸 はNo.30も

し くはNo.40(Soasioの 商 店 で売 ら

れ て い る)と よ ば れ る 中太 の もの が使

わ れ る。

　 この 叉 手 網 漁 は,kore　 mieの シー ズ

ンの と きだ けお こな われ るが,と き と

して 南 下 す るngawaroを 追 って,　Lelei

岬 まで 出漁 す る こ と もあ る(図7)。

　 　 　 　 　 　 　 　 図7　 pa　siu(叉 手網)に よ る遠 海 域 へ の 出漁 範 囲

*Director　 of　Military　Survey ,　Ministry　 of　Defence,　 United　 of　Kingdom[1972]よ り作 成。
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　 最 近 出漁 した の は1974年 で あ った 。 この とき はLalonga村 か ら も 出漁 し た が,

Limau村 か ら参 加 した の は1隻 だ け で あ った 。 それ は3ヵ 月 に お よん だ とい う。 航

海 中,そ れ ぞれ 役 割 が 決 め られ て い る。 へ さ きで 魚 を みつ け,実 際 に叉 手 網 を扱 う者

(1人)ma　 nomaka　 o　gonge,中 央 で 擢 を こ ぐ者(2人)ma　 rabaka　i　gonge,後 部 で舵

を と る者(1人)ωasi　 dodu　uluの4人 で あ る。　 な お,村 の 沿岸 な どで 漁 を す る と き

も この よ うに4人 で 乗 り組 む が,そ の と きは外 洋 に 出 る ので 水 の か い 出 しと料 理 の手

伝 い に子 ど もを1人 連 れ て い った。 外 洋 に 出 る とき は,totanguと よ ばれ る小 屋 を 船

の 中 央 に と りつ け,そ の 中 で起 居す る(写 真7)。 ま た,帆 走 す るた め にma　 sideと よ

ば れ る帆 を張 る。Lelei岬 に は4～5日 ぐ らい で つ くが,岬 が近 づ く と帆 を下 ろ し漁

の 準 備 に は い る 。 叉 手網 の2本 の 竹 は帆 を張 る の に使 って い た 竹makaluluを 利用 す

る。 出 漁 期 間 中 は岬 の海 岸 付 近 に簡 単 な 出作 り小 屋 を 建 て,そ こで 野営 す る 。Lelei

岬 で の漁 は,朝(6時 か ら8時 頃)と タ 方(3時 か ら6時 頃)の2回 お こな う。 漁獲

したngawaroは 一 昼 夜 干 し,そ れ を20匹 を ひ と ま とめ に してgalifaと よ ばれ る竹 製

の 柵 で は さむ(写 真8)。 この20匹 を 単 位 と した もの を,o nawo galifea moi("1包 み

の 柵 に は い った魚"の 意 味)と よ び,そ れ が2つ で あれ ばo nawo galifea sinoto(2包

み の 柵 に は い った 魚)と い った よ うに表 現 す る。 これ が10個 にな る とo nawo galifea

mogiow(10包 み の 柵 に は い った 魚)あ る いはbiliku moiと 称 され,そ れ以 上 は50個 を単 位

と してbeke moiと 数 え る。　Soasioの 市 場 で 売 る と きに は,1単 位(o　nawo galifea

moi)が 約200ル ピァ(約140円)に な る。 大 体,1度 の 出漁 でbeke　 moi(1,000尾)

ほ どに な る ので20,000ル ピア(14,000円)ほ どの 現 金収 入 とな る。沢 山 と れ る と ス ラ

写 真7　 totangU(pakata型 カ ヌ ーの船 上 につ け られ る小屋)

　 　 　 間 口 「・S　m,奥 行2mほ ど あ り,中 に10人 程度 入 れ る。
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写 真8　 galifea(野 柵)

　 　 　 20尾 を1単 位 と してつ くる。

写 真9　 pa　soma　 bodo(浮 刺 網漁)

　 　 　 使 用 して いる カ ヌ ー はpc五ang型 で

　 　 　 北 ス ラヴ ェ シ(Sangir)地 方 の もの 。

ヴ ェ シ方 面 か ら も買 い に くる とい う。 逆 に少 な い と き にはLelei岬 周辺 の 村 々で売 っ

て くる。 いず れ に して も 叉 手網 を 使 った 漁 法 は,何 隻 もの船 と共 同で お こな う点 で

Limau村 で の もっ と も大 が か りな漁 法 で あ る とい え よ う。

　 浮 刺 網 漁Pa　 soma　bodo　 これ は 通 常1人 で お こなわ れ る(写 真9)。 網 の 長 さ は

30～40mほ どで,網 の底 部 に は 鉛 の お も りma　 totuを つ け,上 部 に木片 の浮 子ma

加伽 が つ け られ る。 ナ イ ロ ン製 の 網 地 は 日本 製 の もの で あ った。 この浮 刺 網 漁 は 陸

に近 い水 深20mぐ らい の海 域 で お こな う。 方 法 は 夜 間 に陸 側 の木 の枝 に網 の 端 を ヒ

モ で結 び,も う一 方 の端 に は イ カ リを つ け て 舟 を つ か って網 を 海上 に設 置す る。 そ し

て翌 朝 ひ き あ げ るわ け で あ る。 この 他,網 の 両 端 に イ カ リをつ け海 に流 す 方 法 もあ る。

これ で とる魚 はcion,　bobaraな ど で,い ず れ もkore　saraの 季 節 に 回遊 して くる魚 で

あ る。 この よ うに,浮 刺 網 漁 は魚 が 近 海 まで や って こな いkore mieの 季 節 に は ほ とん

どお こなわ ず,も っぱ らkore　saraの 季 節 にす る と い う。

　 4)　 そ の 他 の 漁 法 一igi,　 sero・一

これ まで 触 れ て きた 漁法 は,い わ ばLimau村 の 中心 的 漁 法 で あ った。 一 方,以 下
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図8　 igi(笙)ウ ナギとりに使用

に登 場 す る笙 漁,建 干簀 漁 は,そ れ を お こな う者 も少 な く,む しろ この 村 に移 住 して

きた人 び とが持 ち込 ん だ もの の よ うで あ る。

　 答 漁igi主 に ウ ナ ギgoodo[Anguilla　 sp,]と か タイ ワ ン ドジ ョウlebe[Ophicepha一

lus sp.]な どを と る と き用 い られ る漁 法 で,河 川 や 沼地 な ど を利 用 す る。 使 わ れ る 漁

具 は竹 を 編 ん だ笙igiで あ る(図8)。 図 の笙 は,　 Kau(ハ ル マ ヘ ラ島 中部)か ら移

住 して きた 老 入 が 作 った もの で あ る。 材 質 は竹 で 口の 内 側 に は か え しma　 bokaが つ

け られ て い る。 長 さは100cmで,か え しの 部 分 は約40　 cmほ どで あ る。 また,　Kau

と近 接 した地 域 に住 むMaba族 に もigiは あ る が海 で 使 って い る。 方 法 は笙 の 内側

に石 を い れ て流 され な い よ うに し,上 に押 え木 を 置 い て使 用 す る。

　 筆 者 は 調 査期 間 中 に ウ ナギ 捕 りに 同行 す る機 会 を も った が,そ の と き には笙 は全 く

使 わ な か った(写 真10)。 た だ し村 人 は一 般 に ウナ ギ を食 用 にす る こ とは 稀 で,ま た

す で に述 べ た よ うな笙 具 を使 つた 漁法 もや らない 。

　さて,ウ ナギ捕りにもっていっ

た道具は大きな山刀pelaと 太い

釣り針だけであった。まず適当な

水たまりにわけ入 り,山 刀で周囲

の雑草を切り倒 したのちに露出し

た土をほり起 こす。次に手で土中

を探 り,ウ ナギのいそうな場所を

見つける。一度で見つけることは

ほとんどなく,場 所を移動 しなが

ら根気よくそうした動作を繰 り返

すわけである。ウナギを見つける

と,周 囲の木々から適当な長さの

写 真10　 ウナギ捕 り

　 　 　 igi(笙)は つかわず,釣 り針 で突 き

　 　 　 刺 して とる。
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枝を切 りとり,そ れでウナギのいる場所の周辺を掘 り起こす。やがてウナギのいる場

所をはっきりと確認すると,素 早 く手にもった釣 り針をウナギの胴体に突き刺 し引張

り出す。釣 り針にはあらかじめ糸が結びつけられており,た とえウナギが土中にもぐ

り込んでも糸をた ぐりよせてウナギを捕えることができる。これは,む しろつかみ捕

りに近い方法であるが,そ の他,ウ ナギをみつけると山刀で頭の部分を切り落して捕

えることもある。

　恐 らく,こ うした漁法がLimau村 の本来のもので,笙 具を利用した漁法はもとも

とこの地にはなかったように思われる。

　建干簀漁　 seroこ れは村から約3kmほ ど南にいったGilitopa川 付近の低地林で

おこなう。簀建てをするのは干潮時であるが,竹 で円筒形をした簀を2カ 所つ くり,

周囲にサゴ林の葉を利用 した誘導壁をつくる。二つの簀にはそれぞれ魚の入口をもう

け,そ の内側にかえしをつ くる。これを作 り終えるのにほぽ3時 間かかるが,日 中の

干潮時に設置する。その後,夜 半過ぎの満潮の頃をみはからって魚のかかり具合を見

に再びでかける。 対象となる魚はキノボリウオ[Anabas　scandens]な どである(写 真

11,12,]3)。

　 この他の漁法として,潜 水漁法putunが ある。陸に近いところが漁場となるが,大

体7～8mぐ らいまで潜り,突 刺 し具titialaを 使って魚を とる。 この村で水中銃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 sing jataを所有 している者が1名 いたが,

これは銃座を木でこしらえ,ヤ スの部分に

は鉄の棒を利用 したものである。しかし,

これ も笙漁や建干簀漁と同じように現在で

はほとんどおこなわない。

写真11sero(建 干賛漁)①

　 　 　 竹製の 円筒を立て,か え しをつ

　 　 　 ける。

写真12sero(建 『二寳漁)②

　　 　 魚を誘導 するための壁づ くり。
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写真13 sero(建 干簀 漁)③

　 　 　 干潮時 に仕掛 けたseroを 夜中(満 潮)に 様子を

　 　 　 みにい く。

　 　 5)　 漁 獲 量 と 分 配 ・消 費

　 表2は10月16日 ～22日 と11月20～26日 の そ れ ぞ れ1週 間 に お け る魚種 別 の漁 獲 量 を

示 した もので あ る。 調査 に あ た って は,任 意 に選 ん だ6名 の村 人 が 上 記 期 間 中 に と っ

た魚 の数,名 称 な らび に そ の とき お こな った 漁 法 を1回 の 出漁 毎 に記 録 した もので あ

る 。 な お,2回 にわ た る調査 に は お よ そ1カ 月 の 間 隔 が あ る。 これ はLimau村 に滞

在 した10月 ～11月 が ち ょ うどkore　saraか らkore　mieへ の移 行 時 期 に あた って い た た

め,kore　 saraの 終 る10月 中旬 とkore　 mieに はい りか け た11月 後 半 を 選 び,と れ る魚

種 の 変 化 を み よ うと した こ とに よ る。

　 す で に述 べ た よ うにハ ル マ ヘ ラ 島で は,明 確 に乾 期 と雨 期 を 気 候 の うえ か ら区 分 す

る こと はむ ず か しい 。 しか しな が ら,す くな く,と も両 者 で とれ る魚 種 に つ い て い え ば

明確 な違 いが み られ る。 つ ま り,kore　 saraの と き に とれ るleangaとkore　 mieの と き

のngawaroで あ る 。 いず れ も回 遊 魚 で そ れ ぞ れ の シー ズ ンを 代 表 す る魚 で あ る 。

　 表2に よ れ ば,leangaの 漁獲 量 は10月 の 場 合344尾,11月 に は418尾 を記 録 して い る。

11月 に増 え て い る の は,そ の 頃 がkore　 saraとkore　 mieと の端 境 期 に あた って い る た

め と思 わ れ る。 つ ま り,完 全 にleangaがLimau村 の近 海 か ら姿 を消 す の は12月 頃

か らで あ り,11月 に は まだ か な りの 漁 獲 が 可 能 だ か らで あ る。一 方,ngawaroを み る

と10月 はゼ ロで あ るの に対 し,11月 に は145尾 が 記 録 さ れて い る。 た だ しngawaroを

とる の は村 全 体 で もわ ず か3人 で あ り,表 中 に はそ の うち の2人 が 含 まれ て い る。
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表2　 漁獲量 ・魚種 ・漁法

漁法

○

○ ×

○

○

○

○

○

×

○ ×

×

×

×

○

計

344

　6

　 6

　 9

12

　 3

10

　 1

3

2

1

1

7

個　　人　　名　　①

AbMoJaHa　 sa　 Al

76　　43　　70　　65　　50　　40

-　 1--　 3　 2

-　 3　 1-　 2-

3一 　ユ 　3　 2-

一 一 　3　 6-　 3

--　 2-　 1-

2-　 3-　 1　 4

1-一 一 一 一

1　 2　 -　 一 　一 　一

1　 1　 　　 -　 一 　一

1　 -　 　　　一 　一 　一

1　 -　 -

1　 -　 　2　 -　 　2　 2

魚 種

leanga

ngawa「o

ruO

kusese

lasi

ngonga「e

cion

bobara

nyowa

lod三

ngangadike

tolouro

gaca

sidoene

gasagO

udi

sakiloro

turusi

個 人 名 ②

AbMoJaHa　 sa　 Al

88　 38

2

　 　 3

3

ユ　ー

1　 --

2　 2

1　 1

1

2　 -

3　 -

2　 一

56120

85　 -

4　 3

4　 5

-　 　2

2　 -

2　 -

7　 -

1

1

62　 54

-　 60

2　 　5

-　 　3

3　 3

1　 一

1

　　　 1

1

計

418

145

16

ユ2

11

　 6

　 3

　 7

　 1

　 2

　 5

　2

　 3

　 2

　 3

　 2

漁法

○

△

○ ×

○

○△

○

×

○

×

○

○

○

×

×

○

○

405　1875082746ユ5ユ 計 106　 　44　 162　 130　 　70 126 638

注1　 ①,② は,そ れ ぞ れ調 査 期 間10/16-22,　 11/20-26を 示 す。

注2　 漁 法の 表 記(○,△,×)は 表3の 注 参照 。

　 さて,調 査 期 間 中 に とれ た 魚 獲 は確 認 で きた もの が18種 類 で あ った 。 そ の うちkore

sarα に とれ る もの はleanga,　 cion,　bobaraで い ず れ もア ジ科 の魚 で あ る。 他 はngawaro

がkore　 mieに とれ るの を除 き,年 間 を通 して 漁 獲 で き る もの で あ る。 また,10月 と

11月 で 総 漁 獲 に230尾 ほ どの 差 が あ る の は,11月 に な ってngawaroが とれ る よ うに な

った こ と,依 然 と してteangaの 漁 が あ った こと な ど に よ る もの で あ る。

　 eangaが 総 漁獲 数 の74%を 占 めて い るが,「kore　 saraに はleangaし か とれ な いJと

い う村 人 の話 を ほ ぽ 裏付 けて い る。 と りわ け,表 中 のHaが10～11月 を通 じて185尾

と って い るの が 目立 って い る。 これ は,Haがleangaを燻製 魚 に してSoasioの 市 場

で 売 るた め に よ り多 くと って い るか らで あ る 。燻製 魚 は体 長20cm程 度 の もの で,

6～7尾 で100ル ピア(70円)ぐ らいで 売 れ る とい う。Haは200尾 程 度 売 る とい う。

　 しか し,Haの よ う に市 場 で 売 る こ とは む しろ この 村 で は例 外 的で,そ の ほ と ん ど

は 自家 用 と して村 内で 消 費 され る。 な お,魚 の料 理 法 につ い て はす で に石 毛 が 報 告 し

て い る[石 毛 　 1978]。

　 次 に 出漁 に際 して,ど の よ う な漁 法 を お こな った か をみ て み よ う。表2によ る と釣
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表3　 出漁回数 と一 日当りの漁獲量

10/16日 17 18 ・912・ 21 22

　 　 個 人 名AMIPM
11/20日 21 22 23 24 25 26
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〇
-

2

○
}

1

} 一
○

}
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一
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○　釣り漁
×　突き漁

△ 網 漁

実数は1回 の漁獲量



国立民族学博物館研究報告　　3巻3号

り漁,突 刺し漁,網 漁の3種 類がおこなわれたが,登 場回数はそれぞれ20回,11回,

2回 である。この場合の釣り漁はすべて手釣 りでおこなわれた。また,網 漁もすべて

叉手網漁である。いずれにしても釣り漁の回数がもっとも多い。

　さて,表3は10～11月 における1日 単位の出漁回数,漁 獲量をみたものである。村

人は1'日 に2回 出漁することが多い。 そこで 表では1日 を午前(AM)と 午後(PM)

にわけた。それぞれの時間の幅は,午 前は6～10時,午 後は5～8時 とした。しかし

実際に出漁していた時間は6人 のなかでも一定 しないので,上 記の時間の幅は,も っ

とも早い時間と遅い時間の幅で設定 した。

　まず出漁回数をみると,10.月 と11月の14日間での6人 の出漁回数は86回であった。

そのうち釣り漁が73回,突 刺 し漁が11回,網 漁が2回 である。1日 に2回 漁に出るの

を出漁機会数と考えるならば,14日 間の期間中に28回の機会があったことになる。こ

れに人数分をかけた168回 が6人 の出漁機会の総数となる。 そして出漁 しなか ったと

きがあるので,そ の分を差 し引いた86回 が上述の総出漁数の具体的内容である。これ

を1人 当りでみると,約14回 となり,ほ ぼ1日 おきに出漁する計算となる。 しかし,

これはあくまでも平均値であり,実 際には1～2日 ぐらいの間隔で出漁 している。次

に出漁回数と実際にとれた回数をみると,86回 の出漁のうち72回に漁獲があり,漁 の

なかったのが14回 であった。これはかなり高い漁獲率を示しているが,実 際には村人

自身,漁 獲の有無にそれほどこだわる気配はなく,と れなければ他の人から分けても

らった り,あ るいは物々交換 したりして間に合せている。

　さてとれた魚の分配であるが,こ れは叉手網漁を除きほとんどの場合が単独での漁

であるため,特 別に分配するといったことはない。ただ,他 の者から漁具を借 りて出

漁 した時とか叉手網漁のように共同作業などでは分配がおこなわれる。

　まず,漁 具の貸借について触れていこう。出漁に際 して漁具を借 りている例は8例

あった。そのうち舟を借 りているのが5例,突 刺 し具が1例,釣 り針が2例 である。

(その他舟をつ くるのに必要な道具を借 りている例が7例 ある。)何 らかのかたちで人

から物を借りているこれら15例のうち,血 縁関係にあるのは2例 にすぎず(父 の兄弟

の子および自分の兄弟の2例),他 は隣…人か友達か ら借りている。 たとえば舟を借 り

ている例でみると,一 例はとれた魚(40尾)の うち15尾 を借りた相手にあげた。他の

一例も同じように25尾 のうち10尾をあげていた。村人によれば,借 りた相手にはとれ

たものの3分 の1を あげるという。ただし,漁 のないときは特に何もせず,と れたと

きにあげる。これは厳密な意味での分配 というより返済的な意味が強い。

　他方,叉 手網漁の場合には一緒に乗り組んだ者同士で均等に分け合う。たとえば,
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前述 したLelei岬 にまで出漁 した例をみると,そ の期間中にとれた10,000尾 のnga。

ωaroを乗 り組んだ5人 でそれぞれ2,000尾 つつ等分した。この場合,子 どもも一人分

としてもらった。もし,網 の所有者とか舟の所有者が別にいれば持ち主を含めた人数

で等分するとい う。このように,共 同作業のときには等分にわけることが前提となっ

ている。筆者 もLimau村 の沿岸でおこなわれた叉手網漁の舟に同乗したが,そ のと

きとれた魚の半分(20尾)を あとで分けられた。そのとき乗 り組んだのは筆者 も含め

て6人 であったが,す べて家族員であったために頭割の人数に入れず,結 局,筆 者と

等分したわけである。

　最後に,漁 獲物をどのように消費しているかについてであるが,村 に持ち帰って自

家用の食料にす る分を除き他はすべて売 り尽 くす。 たとえば,Lelei岬 にいる間はス

ラヴェシから買い求めにや ってきた人に売 ったり,野 営地の近 くの村人に売ったりし

た。また,村 に帰る途中にもSoasioの 市場で売ったりする。　しかし,漁 獲物を他地

域で売 ったりするのは,叉 手網漁やleangaの 一部に限られており,大 部分は 自家用

として村内で消費されている。

　 　 6)　 漁 具 の 悉 皆 調 査 よ り

　 表4は,調 査 当時Limau村 の人 び とが漁 具 を どれ だ け所有 して い る の か を各 世 帯

別 に み た もので あ る。世 帯 番 号 の うちカ ッコ内 は,そ れ ぞ れ 同一 番 号 の世 帯 の 同居 人

を示 した もの で あ る。

　 ま ず,漁 具 を 全 くも って い な い世 帯 が6例 あ る。 この うち5例(No・13,14,16,

21,22の 世 帯)は 若 干 の 狩 猟 活動 の ほ か は,サ ゴ澱 粉 の 製 造,バ ナ ナ,ヤ ム イ モな

どの 採 集 に依 存 して お り,漁撈 活 動 はほ とん どお こな って いな い 。 た だ し,こ の狩 猟

活 動 も漁 業 と同 じ く,生 業 活 動 の な かで は 副 次 的 な もので あ る。 漁 具 の う ち も っ と も

多 い の が 釣 り具(釣 り針 ナ イuン 糸,釣 り竿)で29世 帯 が も って い る。 内訳 を み る と

釣 り針 は29世 帯,ナ イ ロ ン糸 は28世 帯,釣 り竿 が9世 帯 とな って い る。 これ は 漁 具 を も

って い る34世 帯 の85%に あた る。 突刺 し具 を み る と21世 帯 で あ るが,内 訳 で は,3本

ヤ ス21世 帯,弓 ・矢3世 帯,1本 ヤ ス1世 帯,鈷4世 帯 とな り,突 刺 し具 の ほ とん ど

が3本 ヤ スで あ る。 これ はLimau村 で の突 刺 し漁 が ほ とん ど3本 ヤ スを 使 って お こ

なわ れ て い る た め で あ る。 網 具 に つ いて は,15世 帯 を数 え る こ とが で き るが,そ の う

ち網 漁 の 中心 で あ る叉 手 網 を 所 有 して い るの は8世 帯 で あ る。 しか し,そ れ に必要 な

舟 を もって い る の は3世 帯 だ けで 他 の5世 帯 は叉 手 網 漁 を お こな って い ない 。 この こ

とは,浮 刺 網 を も って い る3世 帯 に つ いて も同 様 で,日 常 の漁撈 活 動 で は釣 り漁 を お

こな い,こ う した 網 具 は あ ま り使 わ な い。
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表4　 世帯別にみた カヌー ・漁具の所有

カ ヌ ー ・

漁具

世帯
番号

カ ヌ ー

型 式

1234

附

56

釣 り具

789

突刺 し具

10　 11　 12　 13

網 具

14　 15　 16　 17

笙

具

18

沖

箱

19

水
中

メ

ガ
ネ

船
外
機

糸
巻
具

202122

　 1

　 2

　 3

　 4

　 5

　 6

　 7

　 8

　 9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

(41)
41

(41)

注1　 カヌーと漁具のガ レラ名は次のとお りである。
1.awa

2.bolotu

3.pakata

4.pelang

5.sari　 (罹)

6.side(帆)

7.gumara(釣 り針)

8.nilon(ナ イ ロ ン 糸)

9・totobe(釣 り 竿)

10.dodofa(3本 ヤ ス)

II.　ngangami(弓 ・矢)

12.jau(1本 ヤ ス)

13.titiala(錆)

14.siu(叉 手 網)

15.gogeleba(す く い 網)

16.salapa(す くい 網)

17.soma　 bodo(刺 網)

18.量gi　(笙)

19.sauba(沖 箱)

20・cermin(水 中 メガ ネ)

21.balam(糸 巻具)

22・motor(船 外機)

注2世 帯番号中(40),(41)は それぞれ同居人を示す。

注3　 横軸計は世帯別所有漁具数を示 す。

注4　 0印 は,該 当漁具の所有 の有無を示 した もので,所 有実数 とは別で ある。
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　以上のように,漁 具の種類 としては

4種 類ほどあるが,そ のほとん どが

釣り具と突刺 し具で あり,そ れ らは

Limau村 の漁撈活動を特色づけて い

る釣り漁,突 刺し漁の漁法と対応 して

いる。

　ここで,村 の主要な漁法である釣 り

漁について,そ れに使われる漁具から

みてみよう。表4で もみたように,釣

り具のうちでも実質的には釣り針とナ

イロン糸が主要漁具であり,'釣 り竿は

あまり使われることはない。

　釣り針とナイロン糸には,そ れぞれ

の大きさと太さに相関した組合せがあ

る。表5は 両者の組合せをムラ人の説

明 した例と,実 際の漁で使われた例 と

を比較 したものである。表中のプラス

は両者の理想的な組合せを,マ イナス

は実際に使用された組合せを示してい

るbま たOは いわば理想と現実が一致

した例である。ナイロン糸(N欄)は

G

表5　 釣 り針 とナイロン糸の組み合せ

N

20号

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

　9

　8

　7

　6

　5

　4

　3

　2

　1

10

号
15　20　25　30　40　50　60　70　80 90100

注1　 N-nilon(ナ イロン糸)

　　 　G=・gumara(釣 り針)

注2　 +一 理想的な組み合せ例

　　 　一一実際の使用例

　　 　○=+一 が一致 している例
一注3　 号 は,一糸の太 さ,一針の大 きさを 示す単

　　 　位

数 字 が大 き くな る ほ ど太 くな る。 一 方,釣 り針(G欄)は 数 字 が 若 い ほ ど大 き くな る(20

号 釣 り針 は長 さlcm,一 一一　ts大 きい1号 が長 さ9.5cmで あ る)。表 によ れ ば,ま ず 理 想 的

な組 合 せ は 大 体3つ の グ ル ー プ にわ け られ る。第 一 は釣 り針 の20～14号 と ナ イ ロ ン糸

の10～25号 が 組 み 合 わ さ った グル ー プ,第 二 は13～9号 と25～60号,第 三 は8～1号 と

70～100号 で あ る。 そ れ らは いず れ も大 き さ と太 さ に比 例 して い る。 そ して い うまで

もな く,こ う した 両者 の組 合 せ は漁 獲 す る魚 の大 き さ と も関 係 して い る。 た と え ば,

leangaの 場 合,15～18号 の針 と15～25号 の ナ イ ロ ン糸 と の 組 合 せ が よ い とさ れて

い る。 これ は実 際 の 使 用 例 と も一 致 して い る。 しか し,全 体 的 にみ る と一 致 して い な

い 例 もか な りあ る。 これ は,村 人 自 身が 必 ず しもそ う した組 合 せ に 執 着せ ず,あ りあ

わ せ の もの を使 って い るか らで あ る。 と こ ろが,釣 り針 に 関す る限 り,そ れ と は全 く

反 対 に村 人 は慎 重 に選 ん で い る 。 つ ま り,多 少 糸 が 細 か った り太 か った り して も,魚
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表6　 サイズ別にみた釣 り針とナイロン

　 　 糸 の実数

サイズ 釣り 針 サイズ

号1

2
3

4

5

6

7

8
9

0

1

2

3

4

5

6

7

8
9

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　
1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

2

0

2

1

1
1

2

5

3

6

5

4

5
5

7

9

5

2

3
0

4

ナ イ ロ ン

糸

10号

15

20

25

30

40

50

60

70

80

90

100

0

5

3

5

7

1

1

4

2

0

1

0

　

　

　

1
⊥

　

　
-
人

70 51

(不明の9例 を除 く)　 (不明の4例 を除 く)

を と るの に さほ ど影 響 しな い が,釣 り針

だ け は村 人 の い うよ うに 「魚 の 口の 大 き

さ に合 わせ な けれ ば な らな い」 か らで あ

る 。 この こ と は,表5か ら もみて とれ る。

た とえ ば,釣 り針 で は5号 以 上 の大 き さ

の もの を実 際 に使 って い る例 は な い。 つ

ま り,5号 以 上 の釣 り針 は,サ メ類 な ど

か な り大 きな魚 を と る と きに使 用 さ れ る

もの で あ り,Limau村 で ふ つう とれ る

よ うな20～30cmく らU)の 魚 な ら,10

号 以 下 の もの で 間 に合 う。 な に よ り も5

号 以 上 の釣 り針 で は,そ う した 魚 の 口 に

は は い らない 。 この よ うに,ナ イ ロ ン糸

との組 合 せ は 別 に して も,釣 り針 自身 は

そ れ ほ ど無 造 作 に使 って い る わ けで は な

い。 表6は,村 人 の も って い る釣 り針 とナ イ ロ ン糸 をサ イズ別 に みた もの で あ る。 そ

れ に よ る と,釣 り針 の場 合6号 以 上 の ものが65点,と りわ け10～18号 の 総 数 は45点 で

あ る。 他 方,ナ イ ロ ン糸 は10号 か ら30号 の総 数 が30点 で 全 体 の60%を 占 めて い る。 こ

れ は10～18号 の 釣 り針 と10～30号 の ナ イ ロ ン糸 の組 合 せ と して 考 え る こ とが で き る。

そ の組 合 せ は,leangaを と る場 合 の 組合 せ に ほ ぼ近 似 して い る 。

　 な お,Limau村 に ナ イ ロ ン糸 が入 った の は1974年 で あ った。 そ れ まで はma　 ngumz

と よ ば れ る木 の 皮 の繊 維 を 使 った と い う。 かつ て は,bi　 awa[Maranta　 dichotama

WALL.]と い う竹 に 似 た木 の外 皮 の繊 維 で糸 を つ く って いた 。 しか し,こ のbi　 aωa

で は1度 の 漁 で せ いぜ い2回 しか 使 え な か った 。 そ の点,ナ イ ロ ン糸 は何 回 で もつ か

え るた め,現 在 う露 ωα を使 用 して い る者 は い な い。

　 乙の よ うに,漁 具 の 悉 皆 調査 の資 料 か らそ の 実 態 を 説 明 して きた 。 そ して,漁 具 か

らみ た 限 りで も,Limau村 の漁撈 活 動 が,釣 り漁 を 中 心 と して展 開 して い る こ とが

わ か った 。
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Ⅱ.カ ヌ ー

1.Limau村 の カ ヌ ー の 構 造

　 村 に あ る カ ヌー は 浮木 が船 体 の両舷 に つ け られ た もの で,い わ ゆ るダ プ ル ・ア ウ ト

リ ッガ ー付 きの カ ヌー で あ る(写 真14～18)。 浮 木 と船 体 を つ な ぐ横 木 は2本 つ い て い

る。 これ は,ハ ル マヘ ラ,ボ ル ネ オ,ス ラヴ ェ シ,セ ラ ムの 各 島北 部 を 結 ぶ線 上 よ り

以 南 の 地 域 に 特 徴 的 に み られ る 形 式 で あ る[HADDoN&HoRNELL　 l　938:22]。

Haddonに よ れ ば,横 木 と浮 木 の装 着 法 に はdirect　 attachments(直 接 装 着)とindi-

rect　attachments(間 接 装 着)が あ る。 そ して横 木 と浮 木 の 連結 部 は,④ 紐 で 縛 りつ

写 真15bolotu型(Limau村)

写真14　 awa型(Limau村)

1～2人 乗 り用でLimau村 で もっ

とも多い種類。

写真16pakata型(Limau村)

　　　　叉手網漁,航海用につかわれ る。

写 真171epa-lepa型(Soasio)

　 　 　 　Kau(ハ ル マヘ ラ中部)に み られ る

　 　 　 　 タ イ プでGalela族 に はな い。
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写 真18rorehe型(Lalonga村)

　 　　 　 Tidore(ハ ル マ ヘ ラ島 西 海岸)の タ

　 　　 　 イ プでGalela族 に は ない 。

け られ た タ イ プ(lashed　 connec-

tives)と ⑧ 横 木 の先 端部 を 直 接,

浮 木 に 差 し込 む タ イプ(inserted

connecti》es)に 分 類 され る[HA-

DDON&HORNELL　 l938:25]。.

direct　attachmentsが 横 木 と浮 木

を 直 接 連 結 させ て い るの に対 し,

indirect　attachmentsは 両者 の 間

に助 材 を 用 い て い るの が 特 徴 的 で

あ る(図9-1)。 これ らの 分 類 に し

た が うな ら,Limau村 の カ ヌー はindirect　 attachments方 式 の うち の④ の タ イ プで

あ る。

　 こ の④ の タ イプ に み られ る連 結 法 に は,逆T字 型,肘 型,柳 枝 型 が あ る が,こ れ

をLimau村 の例 に あて は め る と肘 型 連結(elbow　 connectives)に な る(図9-2)。 肘

型 連 結 は,ハ ル マ ヘ ラ型 と もよば れ湾 曲 した,も し くは 直 角 に 屈 曲 した 大 枝 で 横 木 と

浮 木 を 連 結 させ る方 法 で あ る[HADDON&HoRNELL　 l938:9]。 図9-2に よ る な ら,

Limau村 の カ ヌー の う ちawa,　 bolotuはcタ イ プ,　pakataはaタ イ プ に あ た る。 以

下 で は,村 の カ ヌー の特 徴 につ いて 述 べ て い こ う。

　 す で に触 れた よ う に,村 人 が 日常 利 用 して い る の はawa,bolotu,　 Pakataの3種 類 で

a Saonek(Northwest New Guinea)

a緊 縛 型(Nissan)

 b  Waigiu(Northwest New  Guinea)

b挿 入型(NewHebrides:Eromanga)

c  Waigiu

図9-1直 接装着 図9-2間 接装着(肘 型連結)

注 『Haddon&Hornellの 原 図 よ り作 成[HADDoN&HoRNELL1938:26,35]。
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あ る。 これ らの カ ヌ ー は 個 々 の部 分 名 称 に つ い て は 全 く同 じで あ るが,構 造 的 に は

Pakataが 板 張 り船 で あ る の に対 し,他 の2種 類 は丸 木 船 で あ る。 図10はPakataの 平

面 図,側 面 図,正 面 図 を 示 した もの で あ る。

　pakataは 竜 骨 解ma awaとma pakataを まず 組 み立 て て 骨 組 み に しなが ら,そ の

上 に板 を 張 り合 せ て つ く りあ げ られ る(図10)。 竜 骨 部分 の材 質 に はbelawaroと よ

ば れ る木 が,ま た助 材 に はgofasa[Vitex　 sP.]の 木 を使 うが,い ず れ も高 さ20m以 上

にな る大 木 で あ る。 船 首dinaと 船 尾daiに はma　 karuruと よぶ 十 字架 を あ し らった

木 製 の装 飾 棒 が つ け られ て い る。 また 左 右 の舷 側 に 張 り合 わ さ れ た板 の一 番 上 に は,

波 形 を ほ ど こ した 刻 目ma　 lolotoが あ る 。 船 首 の 最 先端 部 に は,叉 手 網 漁 の とき網 を

広 げ る た め に使 わ れ る2本 の竹 の底 部 を支 え,テ コが わ りに使 うよ う に工夫 され た小

さ な 横板ma　 logiが 取 り付 け られ て い る。 船 の 中央 か らや や 前 よ りに は帆 の 取 付 け部

図11帆 の 取 付部(pakata型 カヌ ー)

513



国立民族学博物館研究報告3巻3号

sidematitiが あ る(図10,図11)。 帆 を 張 る と きに は,5mぐ らい の長 さの3本 の竹

を 円錐 形 に 立 て る 。 そ の うち2本 の竹 をsidematitiの 連結 部 に あ い て い る穴 に差 し

込 む 。 他 の1本 は 船 首 に近 い船 腹 につ け られ た小 割 板ma ngaloに く く りつ け固 定 さ

せ る。 この3本 の 竹 は 頂点 で結 び,1本 の竹 の先 端 にY字 形 の棒 が挿 入 され る。 こ

のY字 棒 が 帆 の上 げ下 げの と き に滑 車 の役 割 を果 して い る。

帆ma sideは 縦2m,横4mほ どの 布 地 で つ く られて い る。 か つ て は パ ンダ ナ スの

葉 を サ トウキ ビの 繊維 で つ く った 糸 で 縫 い 合 わせ た と い う。 村 人 は,そ れ以 前 まで は

櫂　sariし か 使 わ な か った と説 明 したが,お そ ら くそ れ はPakataと は別 の,た と え ば

後 述 す る よ うな航 海用 の舟 の こ とで は な い か と思 わ れ る。 帆 を 張 るの に使 って い る2

本 の竹osidemasαiに はそ れ ぞ れ 男竹 ma nau,女 竹 ma bekeの 名 称 が つ いて い るが,

そ の意 味 は明 らか で は な い。 な お,帆 と2本 の竹 は細 い ココ ナ ッツ ・ロー プで 結 ん で

い る。

pakataの 内部 に はmaru2と よば れ る横 板 ma ngaloを 支 え るた めの 突 出部 が3カ

所 につ け られ て い る。 船 尾 と船 首 の部 分 に は ma ifaと よぶ 板材 が 使用 され るが,こ

れ は水 もれ 防 止 もか ね た役 目 を果 た して い る 。

ア ウ トリ ッガ ー部分 を み る と,2本 の横 木ma sesaと 浮 木ma sumaか らな って い

図12横 木 と浮木 の連結部(pakata型 カヌー)
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る。 この横 木 と浮 木 を 連 結

して い る の がma　 sekeと い

うほ ぼ直 角 に屈 曲 した 翼 桁

が つ け られ て い る。 この 翼

桁 を は さむ よ うに して2本

の縦 材ma　 bobengaを 通 し

補 強 して い る(図12)。 船 を

漕 ぐと き用 い られ る擢 も他

の カ ヌ ー の場 合 に く らべ 二

回 り ぐ らい大 き い もの を 使

1

図13罹sari

って い る(図13)。 権 に 装飾 が ほ ど こさ れ る こ とはな く,単 純 な 刻 み 目をつ け る程 度

で あ る。 擢 はmata puara,幹ma mumu,平 板ma ladeな どの 名 称 が つ い て い る。 も

っぱ らgofasaな どの堅 い 木 を 山刀 で 削 って つ くるが,大 体2～3日 で 仕 上 げ る。

Pakataは 全 長7.5m,幅1.2　 m,ア ウ ト リ ッガ ー の横 木 の 長 さは5mほ ど あ る。 村

人 に よ れ ば,移 住 す る と きな ど は これ に家族 全 員 が乗 り組 み何 日 も航 海す る とい う。

村 で は この船 をつ くる人 が い な い ので,隣 接 のLalonga村 の人 に頼 む(写 真19)。 大

体,新 造 船 で1隻 が34,000ル ピア(約24,800円)か か る。

　 一方,awa,　 bolotuはPakataと ちが い 丸 木舟 で あ るた あ,一 本 の木 を く りぬ いて つ

くり,し か もほ とん ど所 有者 自身 が 製 作 す る 。構 造 的 に も,た とえ ばpakataの よ うに

縦材一を 使 用 しな い か,あ るい は 一 本 だ一けで あ る。 横 木 と 浮 木 の 連 結 部 に は 同 じ 窺α

写 真19建 造 中 のpakata型 カ ヌ ー(Lalonga村)
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sekeを 使 う。　awaの 全 長 は4.7m,　 bolotuが5.6mで い ず れ も1～4人 乗 り用 の 小舟

で あ る。

　 2.　 伝 統 的 カ ヌ ー:juanga

　 村 人 に よれ ば,か つ て(イ ス ラム教 の渡 来 以 前)Galela族 はjuangα とよ ばれ た 大

きな船 を もって い た とい う。 そ れ は別 名kora　 koraと もよび ス ル タ ン(王 候)が 旅 を

す る と き に使 わ れ た 。 ま た戦 争 の と きス ル タ ンが 外 征hongiす る た め の戦 船 と して も

使 った と いわ れ る。 船 首 は鳥 の頭namo ma　saheを,船 尾 は 鳥 の尾namo　 ma　pegoを か

た ど った全 長12mぐ らい の20～100人 乗 りの漕 船 で あ った 。 ま た,船 の 中央 部 に は

三 角形 の黄 色 い大 きな ス ル タ ン旗pnjitamoを か か げ,船 首 と船 尾 に はkoimurao(テ ル

ナ ー テ語)と よ ばれ る同 じ く三 角形 の三 色 旗 を1本 ず つ たて た 。 この 三 色 旗 は オ ラ ン

ダ が 来 る以前 は,黒 ・白 ・黒 の 三 色 で スル タ ン旗 で あ る と同時 に船 旗 ともな って い た。

その 後 オ ラ ンダ が来 て以 来,長 方 形 の 三 色旗 に変 った 。 色 も赤 ・白(オ ラ ンダ)と

黒(イ ン ドネ シア)に な った 。 ちな み に,こ の船 に は ア ウ ト リッガ ー はつ か ず,す べ

て櫂 で こい だ と 伝 え られ る。 航 海 中 は,船 首 には 見 張 役sido　 do ulu,船 尾 に は 船 長

Palihemaが 立 つ 。　juangaの 最 後 の一 隻 が35年 ほ ど前 にSoasioで 壊 れて 以 後,全 く

姿 を消 した とい う。

3.カ ヌーの種 類 と使 い分 け

表7は,Limau村 でのカヌーを名称別にその実数と経年(造 ってから経過 した年

数),製 作に使った木の種類を示 した ものである。それによればカヌーの総数は33隻

表7カ ヌーの名称 。実数 ・経年 ・使用材 、

カヌーの

名 称
実数

経 年 (単位:年)

0-1 1-5末 5-10末 10一 不明

使 用 材

A  13 C D E F G H I 不明

awa

bolotu

pakata

 (pelang)

～ 口監コ

A. jajame [Dolichandorne spathacea 
  (K.  ScHum)] 

B. niha  [Canagium commune  (LINNi)] 
C. laba 
D. toku [Lepiniopsis ternatensis  V  AL.]

E. ngusu  [Terminalia cattapa  (LINNE)] 
F. gofasa [Vitex sp.] 
G. bolawaro 
H.  tuhu [Gemelina moluccana (BACKER)] 
I. kananga [Canagium odoratum  (BAILE)]
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で あ り,う ちawaが23隻 と も っ と も多 く,

次 い でbolotuの6隻,　 Pakataの3隻 とな

って い る。Pelangを カ ッコ内 と したの は,

北 ス ラヴ ェ シ(Sangir)の もの でLimau村

固 有 の型 式 と は異 な るた め で あ る。33隻 の

カ ヌー を世 帯 別 に み る と,1世 帯 で2隻 を

所 有 して い る場 合 が あ るの で,Limau村

の 全 世 帯 中,25世 帯(同 居 者 で 所有 して い

る 者 が い る ので,所 有 者 数 で い え ば27名 と

な る。)が カ ヌ ー を 所 有 して い る こ とに な

る。

　 また,経 年 をみ る と,造 って か ら1～5

年 が も っ と も多 く半 数 を 占 めて い る。 αωα

の な か に は造 って か ら25年 経 った とい う例

写 真20荒 けず りの段階のawa型 カヌ

　 　 　 ー(Limau村)

が あ ったが,真 偽 の ほ ど は 明 らかで はな い。 村 人 に よ れ ば大 体10年 く らい が限 界 と い

う。

　 カ ヌー に使 用 す る木 材 は,そ の種 類 に か か わ りな くほ とん どが 高 さ15～30mぐ ら

い の 巨木 で,山 か ら切 り出 して くる。 カ ヌー の 製 作 は切 り出 した 場 所 で お こな い,完

成 後 海 づ た い に村 まで 運 ん で くる。 大 き さ に も よ るがawa,　 bolotuク ラス で1～2カ

月,Pakataで3～4カ 月 かか る とい う(写 真20)。 造 るの に使 用す る道 具 は大 きな 山

刀Pela,ち ょうなpatu　patu,の こぎ りgaragaji,斧basu,や りが ん なsuga　 sugaな どで

あ るが,村 人 の大 半 は 山 刀,斧 ぐ らい しか 持 って お らず,必 要 な と きに は そ れ らを 所

有 して い る他 の者 か ら借 りて い る。

　 カ ヌー の使 い分 けを み る と,漁撈 活 動 と交 易活 動 に分 け られ る。 まず漁撈 活 動 につ

いて い えば,す で に指 摘 した よ う にawa,bolotu,(Pelang)は 主 と して釣 り魚,突 刺 し

漁,浮 刺 網 漁 に 使 わ れ,Pakataは 叉 手網 漁 専 門 に 使 わ れ る。　awa,　bolotuタ イ プ の カ

ヌ ー が多 い の は,こ こで の漁 法 が 釣 り漁,突 刺 し漁 が 中心 で あ る こ と と関係 して い る。

　 一 方,村 人 の 交 易 活動 は,毎 週 木 曜 日に 開 か れ るSoasioの 朝 市 で の 買 い 出 しで あ

るが,若 干 の村 人 は熊 製 魚,コ ブ ラ,ア タ ップkatuな どを 売 りに行 く。 この朝 市 に

出 か け る と きに は,か つ て は カ ヌー を利 用 して い た が,現 在 で は,村 民 が共 同購 入 し

た 船外 機 付 きの 船 を 利 用 して い る。 なお,船 外 機 付 きの 船 を個 人 で 所有 して い る村 人

が1人 い る。漁撈 活 動 で は ほ と ん ど使 用 しな い が,　 Tobelo(ハ ル マ ヘ ラ島 中 部)な
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ど遠方の町に行 くときに使っている。

　その他,遠 く離れたところにある自分の畑に行くときや,木 を切り出しに行 くとき

などにカヌーが使われることが多い。

　発達 したサンゴ礁もな く,海 藻類や貝類の採集活動をほとん どおこなわない村人に

とって,漁撈 活動はカヌーを使うことを前提としなければならない。 したがって,一

般的にはカヌーの使われ方もそうした漁撈活動に比重が置かれることになる。

お わ り に

　Limau村 での漁撈 活動は,生 業活動全体のなかでみるなら,あ くまで 「おかず と

り」としてのものであった。その意味では副次的なものといえる。つまり,村 人の日

々の基本的な食糧源は農業活動か ら得られる生産物であり,魚 はあくまで副食にすぎ

ないということである。 したがって漁撈 活動 も,そ の日のおかずとしての漁獲があれ

ばよいわけで,必 要な漁具も釣り糸nilon,釣 り針gesmala,舟deruが あれば十分なの

である。これは,村 人のなかで若干の人が網やその他の漁具を多く持ちながら,か れ

ら自身 も結局,日常の漁撈 活動ではそうした漁具を使 うことはなく,手釣 り漁で間に合

わせていることからもうかがえる。たとえば,漁 法にしても笙漁とか建干簀漁など,

移住者によってもた らされた漁法もあるが,結 局この村に定着 しえなかった。これは,

そうした漁具の工夫なり新 しい漁法の導入などを積極的におこなう背景や地理的環境

が,こ の村にないことにもよろう。

　以上,イ・ルマヘラ島北部の一小村の漁撈活動について触れてきた。冒頭でも触れた

ようにこの報告は滞在中に得た資料の提出を目的としたものであった。 もとより,漁

撈活動に関する分析は当該社会の構造的特質などのより広範囲な視野のなかで把え,

他地域との比較研究が必要である。この点に関しては,筆 者自身の資料のなかには,

まだ未整理のものも若干あり,そ れも含めた比較検討が今後に残された問題である。
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